
日
本
児
童
研
究
会
（
日
本
児
童
学
会
）
と
哲
学
館
（
東
洋
大
学
）

清
水
乞

s
h
i
m
i
z
u 

t
a
d
a
s
h
i

一
　
緒
論

一
・
一
　
元
良
勇
次
郎
と
高
島
平
三
郎

　
先
に
哲
学
館
（
東
洋
大
学
）
の
教
育
学
・
心
理
学
の
講
義
担
当
者
を
調
べ
た
時
、
高
島
平
三
郎
（
慶
応
元
年
ー
昭
和
二
十
一
年
）
の

経
歴
・
業
績
を
知
る
機
会
が
あ
っ
た
。
特
に
興
味
を
引
い
た
の
は
、
昭
和
六
年
四
月
三
十
日
と
昭
和
十
一
年
四
月
二
十
日
の
「
兼
任

教
員
調
書
」
中
、
高
島
平
三
郎
の
欄
に
あ
る
「
心
理
学
概
論
・
本
務
立
正
大
学
・
学
歴
・
元
良
勇
次
郎
に
就
き
哲
学
を
修
む
」
（
『
東

洋
大
学
百
年
史
・
資
料
編
1
・
下
』
・
五
十
二
頁
、
六
十
九
頁
）
の
中
の
学
歴
の
表
記
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
元
良
と
高
島
と
の
師
弟
関
係

を
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
元
良
の
著
書
の
著
者
識
語
に
「
本
書
を
出
版
す
る
に
就
き
て
は
高
島
平
三
郎
氏
は
考
案
の
増
補
字
句
の
修

正
其
他
の
注
意
等
労
を
取
ら
れ
た
る
こ
と
少
か
ら
ず
。
故
に
此
処
に
記
し
て
鳴
謝
す
と
云
う
」
（
『
倫
理
講
話
』
同
文
館
　
明
治
三
十
三

年
）
と
あ
り
、
ま
た
編
者
識
語
に
は
「
本
書
は
原
著
者
元
良
博
士
の
校
閲
を
経
た
る
は
勿
論
、
原
著
の
文
章
に
関
し
て
少
か
ら
ざ
る

力
を
尽
く
さ
れ
た
る
高
島
平
三
郎
君
の
厳
密
な
る
校
正
を
受
け
た
れ
ば
、
特
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
。
」
（
『
元
良
氏
倫
理
書
』
明

治
三
十
五
年
成
美
堂
）
と
あ
る
通
り
、
元
良
の
高
島
に
対
す
る
強
い
信
頼
の
情
が
吐
露
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
両
者

の
間
に
あ
る
程
度
の
長
期
に
わ
た
る
親
密
な
交
際
が
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
一
方
、
人
名
辞
典
な
ど
に
よ
る
と
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「
勇
次
郎
が
文
科
大
学
教
授
に
任
命
さ
れ
た
頃
は
、
心
理
学
専
攻
の
学
生
は
非
常
に
少
な
か
っ
た
。
そ
の
為
、
勇
次
郎
の
赤
坂
榎
町

の
自
宅
に
お
い
て
、
ゼ
ミ
形
式
の
研
究
会
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
高
島
は
、
大
学
関
係
者
で
は
な

い
が
、
こ
の
研
究
会
に
個
人
的
に
出
席
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
た
。
時
期
的
に
は
、
元
良
が
米
国
か
ら
帰
国
し
て
、
東
京
帝
国
大

学
の
教
員
と
し
て
「
精
神
物
理
学
」
を
担
当
し
た
明
治
二
十
二
年
頃
で
あ
ろ
う
。
高
島
は
既
に
明
治
二
十
年
に
上
京
し
て
東
京
高
等

師
範
学
校
附
属
小
学
校
教
授
掛
補
助
に
な
り
、
明
治
二
十
三
年
に
は
学
習
院
に
勤
め
て
い
た
。
加
藤
俊
之
氏
（
北
海
道
教
育
大
学
）

に
よ
れ
ば
、
雑
誌
「
児
童
研
究
」
を
高
島
と
共
に
創
刊
し
た
松
本
孝
次
郎
と
塚
原
政
次
は
こ
の
研
究
会
で
出
会
っ
て
い
る
。
こ
の
出

会
い
に
よ
っ
て
四
人
の
心
理
学
者
の
結
束
が
生
ま
れ
、
後
に
「
日
本
児
童
学
会
」
が
創
設
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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一
・
二
　
日
本
児
童
学
会
の
創
設

　
次
に
、
「
児
童
研
究
」
の
創
刊
、
「
日
本
児
童
学
会
」
創
設
の
経
緯
を
辿
り
つ
つ
四
人
の
関
係
を
簡
単
に
見
て
お
こ
う
（
年
次
等
は

す
べ
て
加
藤
俊
之
「
森
田
正
馬
と
雑
誌
「
児
童
研
究
」
（
「
北
海
道
教
育
大
学
紀
要
（
教
育
学
科
編
と
五
十
五
巻
・
一
号
）
平
成
六
年
九
月
に

拠
る
）
。

　
明
治
二
十
三
年
に
心
理
学
者
の
元
良
勇
次
郎
、
英
語
学
者
の
神
田
乃
武
、
社
会
学
者
の
外
山
正
一
、
教
育
学
者
の
高
島
平
三
郎
等

二
十
一
人
に
よ
っ
て
、
「
日
本
教
育
研
究
会
」
が
創
設
さ
れ
、
後
に
児
童
心
理
学
者
の
塚
原
政
次
、
心
理
学
者
の
松
本
孝
次
郎
も
加

わ
り
、
明
治
三
十
一
年
に
は
「
児
童
研
究
所
」
を
創
設
、
そ
の
機
関
誌
と
し
て
月
刊
誌
「
児
童
研
究
』
を
創
刊
。
明
治
三
十
四
年
塚

原
政
次
が
ド
イ
ツ
・
ア
メ
リ
カ
留
学
の
為
に
離
れ
た
の
で
、
明
治
三
十
五
年
に
「
日
本
児
童
学
研
究
会
」
を
組
織
し
、
『
児
童
研

究
』
を
引
き
継
ぐ
。
こ
の
研
究
会
の
会
長
は
元
良
勇
次
郎
、
幹
事
は
榊
保
三
郎
、
松
本
孝
次
郎
、
高
島
平
三
郎
、
下
田
次
郎
の
四
名

で
あ
っ
た
。
更
に
明
治
四
十
年
の
再
編
成
を
経
て
、
明
治
四
十
五
年
五
月
一
日
、
そ
の
第
七
回
総
会
に
お
い
て
名
称
を
「
日
本
児
童



学
会
」
と
改
称
、
元
良
勇
次
郎
を
会
長
と
し
規
約
を
制
定
、
幹
事
九
名
、
評
議
員
三
十
名
と
し
、
活
動
の
中
心
と
し
て
九
部
門
の
専

科
委
員
会
を
設
け
た
。
こ
こ
に
総
合
的
に
児
童
の
研
究
を
行
う
「
児
童
学
」
の
学
会
が
誕
生
し
た
。

　
他
方
、
明
治
三
十
四
年
、
塚
原
政
次
は
一
年
先
輩
の
松
本
孝
次
郎
と
共
に
、
元
良
勇
次
郎
を
会
長
と
し
て
、
「
心
理
学
会
」
を
創

設
し
た
。
こ
の
「
心
理
学
会
」
の
母
体
と
な
っ
た
の
は
、
元
良
の
自
宅
に
帝
大
卒
業
生
、
大
学
院
生
な
ど
が
集
ま
る
研
究
会
で
あ
っ

た
。
先
に
に
述
べ
た
通
り
、
こ
の
研
究
会
に
元
良
に
私
淑
し
て
い
た
高
島
が
い
た
。
こ
こ
に
元
良
、
高
島
、
松
本
、
塚
原
の
長
い
繋

が
り
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

　
元
良
勇
次
郎
自
身
も
『
児
童
研
究
』
創
刊
号
の
祝
辞
で
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
頃
日
、
教
育
研
究
所
に
お
い
て
児
童
研

究
と
い
へ
る
雑
誌
を
発
行
せ
ん
と
す
る
挙
あ
り
て
、
高
島
・
塚
原
・
松
本
の
諸
氏
ま
た
こ
れ
を
賛
し
、
各
そ
の
専
攻
に
か
か
わ
る
学

説
実
験
を
掲
記
せ
し
む
と
聞
く
。
こ
れ
我
が
教
育
社
会
の
た
め
に
賀
す
べ
き
こ
と
な
り
と
す
。
何
と
な
れ
ば
こ
れ
我
が
教
育
社
会
の

新
事
業
に
し
て
将
来
大
い
に
希
望
を
属
す
べ
き
も
の
な
り
と
信
ず
れ
ば
な
り
」
。

一
・
三
　
日
本
児
童
学
会
の
構
成
と
目
的

　
加
藤
敏
之
「
前
掲
書
」
に
引
用
さ
れ
て
い
る
日
本
児
童
学
会
役
員
名
簿
（
『
児
童
研
究
』
1
5
巻
ー
1
2
号
・
大
正
元
年
七
月
一
日
）
に
よ

る
と
、
会
長
、
幹
事
（
九
人
）
、
評
議
員
（
三
十
人
）
、
専
科
委
員
九
部
門
（
三
十
五
人
）
、
そ
の
内
訳
・
心
理
学
（
七
人
）
、
児
童
心
理

学
（
四
人
）
、
教
育
学
（
六
人
）
、
教
育
病
理
学
（
五
人
）
、
教
育
衛
生
学
（
一
人
）
、
学
校
衛
生
学
（
二
人
）
、
小
児
科
学
（
六
人
）
、
生

理
学
（
一
人
）
、
特
殊
教
育
学
（
三
人
）
と
い
う
、
総
合
的
な
児
童
研
究
の
陣
容
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
機
関
誌
と
し
て
『
児
童

研
究
』
を
発
行
し
て
い
た
。
『
児
童
研
究
』
は
明
治
三
十
一
年
か
ら
昭
和
十
八
年
ま
で
一
巻
よ
り
四
十
一
巻
ま
で
四
八
五
号
が
発
行

さ
れ
、
五
巻
ま
で
は
教
育
研
究
会
の
発
行
で
あ
る
が
、
明
治
三
十
六
年
の
六
巻
一
号
か
ら
は
日
本
児
童
研
究
会
の
発
行
で
あ
る
。
こ
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の
論
説
に
よ
る
と

104

旧
臓
日
本
児
童
研
究
会
成
る
や
、
心
理
学
者
は
医
学
者
、
生
理
学
者
と
握
手
し
、
教
育
者
若
し
く
は
実
際
教
育
家
は
社
会
学
者
若

し
く
は
社
会
改
良
家
及
び
人
類
学
者
と
提
携
し
、
是
等
あ
ら
ゆ
る
科
学
の
方
面
よ
り
児
童
を
研
究
せ
ん
と
す
る
に
基
礎
こ
こ
に
確

立
す
る
に
至
れ
り
。
さ
れ
ば
本
会
の
機
関
と
し
て
本
誌
は
従
来
の
心
理
的
教
育
研
究
に
加
ふ
る
に
更
に
生
理
的
、
病
理
的
、
人
類

学
的
等
各
種
研
究
を
掲
載
し
て
児
童
研
究
の
職
分
を
全
う
せ
ん
こ
と
を
期
す
べ
き
な
り
。
（
前
田
晶
子
「
『
児
童
研
究
』
に
於
け
る
発

達
思
想
の
形
成
」
一
七
五
頁
・
引
用
に
よ
る
）

ま
た
明
治
四
十
年
日
本
児
童
研
究
会
の
組
織
替
え
が
行
わ
れ
た
年
の
十
巻
七
号
巻
頭
論
文
で
は

向
上
的
に
は
心
理
学
、
倫
理
学
、
論
理
学
、
法
学
、
社
会
学
、
宗
教
学
等
よ
り
し
、
向
下
的
に
は
生
物
学
（
解
剖
学
、
生
理
学
）
、

文
化
史
等
よ
り
し
、
側
面
的
に
は
動
物
心
理
学
、
人
類
学
等
よ
り
し
、
各
科
の
知
識
を
籍
て
、
以
て
児
童
の
研
究
を
十
分
に
す
る

こ
と
を
期
す
べ
き
な
り
。
（
前
田
晶
子
「
同
前
」
引
用
に
よ
る
）

　
上
記
に
挙
げ
た
日
本
児
童
学
会
の
組
織
は
こ
の
組
織
替
え
を
経
て
更
に
充
実
さ
れ
た
時
の
も
の
で
あ
る
。

　
専
科
委
員
の
専
門
分
野
は
専
科
の
名
称
に
よ
っ
て
見
当
は
つ
く
。
会
長
が
心
理
学
専
科
委
員
を
兼
ね
て
い
る
こ
と
を
始
と
し
て
、

幹
事
九
人
の
中
で
は
六
人
が
専
科
委
員
を
兼
ね
、
評
議
員
三
十
人
の
中
に
は
、
筆
者
が
そ
の
履
歴
を
知
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
人

（
八
人
）
が
あ
る
が
、
九
人
が
専
科
委
員
を
兼
ね
て
い
る
。
履
歴
が
判
明
し
た
評
議
員
の
専
門
分
野
は
心
理
学
者
、
教
育
学
者
、
博



物
学
者
、
児
童
福
祉
家
、
社
会
福
祉
家
、
医
師
（
法
医
学
、
精
神
科
医
）
、
教
育
現
場
の
小
学
校
長
と
多
彩
で
あ
り
、
役
員
だ
け
を
見

て
も
、
前
掲
の
論
説
や
巻
頭
論
文
の
方
針
が
具
現
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
こ
れ
ら
役
員
の
内
で
哲
学
館
・
東
洋
大
学
と
何
等
か
の
関

係
を
持
っ
た
人
々
、
例
え
ば
教
員
と
し
て
、
或
は
研
究
会
・
講
習
会
の
講
師
と
し
て
関
係
し
た
人
々
に
就
い
て
の
考
察
に
移
る
。

二
　
哲
学
館
・
東
洋
大
学
と
の
教
育
的
関
係
者

　
以
下
、
十
八
人
の
履
歴
・
著
作
等
は
、
記
述
を
簡
潔
に
す
る
す
る
た
め
、
年
譜
の
形
式
を
取
る
こ
と
に
し
た
。
最
初
に
一
、
と
し

て
、
哲
学
館
・
東
洋
大
学
の
関
係
事
項
を
置
き
、
次
に
二
、
と
し
て
、
略
歴
・
著
作
を
置
い
た
。
一
の
事
項
は
『
東
洋
大
学
百
年

史
』
の
「
通
史
編
」
（
略
‖
通
1
・
頁
）
、
「
資
料
編
」
（
略
1
1
資
1
・
頁
、
資
H
・
頁
）
に
拠
っ
た
。
た
だ
項
目
の
多
い
人
物
の
場
合
は

こ
れ
を
省
略
し
た
場
合
が
あ
る
。
二
の
最
初
は
生
没
年
月
日
で
あ
る
。
略
歴
・
著
作
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
情
報
に
、
『
東
洋

大
学
人
名
録
　
役
員
・
教
職
員
　
戦
前
編
』
（
東
洋
大
学
井
上
円
了
記
念
学
術
セ
ン
タ
ー
　
1
9
9
6
年
3
月
）
、
「
東
京
帝
国
大
学
一

覧
・
明
治
十
九
年
－
四
十
五
年
」
、
「
東
京
帝
国
大
学
医
が
大
学
一
覧
・
明
治
十
九
年
ー
四
十
五
年
」
等
か
ら
加
筆
し
た
。

二
・
一
　
明
治
年
間
に
哲
学
館
の
教
員
に
就
任
し
た
人

　
哲
学
館
の
館
主
井
上
円
了
は
明
治
二
十
三
年
「
教
育
勅
語
」
発
布
を
機
に
、
「
国
学
漢
学
仏
学
三
科
の
専
門
部
」
開
設
資
金
募
集

の
た
め
、
そ
の
十
一
月
よ
り
全
国
巡
講
を
開
始
し
た
が
、
明
治
二
十
七
年
月
か
ら
二
十
九
年
三
月
ま
で
、
巡
講
を
中
断
し
て
い
る
。

そ
の
理
由
は
「
地
方
旅
行
を
止
め
終
年
東
京
に
あ
り
て
専
ら
館
生
の
監
督
、
学
科
の
改
正
に
力
を
尽
く
し
年
々
課
程
を
進
め
て
数
年

の
後
、
先
き
に
予
定
せ
る
専
門
科
を
開
設
せ
ん
と
」
（
資
－
上
・
9
2
2
）
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
成
果
は
明
治
三
十
二
年
一
月

の
「
私
立
哲
学
館
入
学
案
内
」
に
発
表
さ
れ
た
内
容
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
依
る
と
学
科
は
正
科
と
専
修
科
と
し
、
正
科
は
中
学
部
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（
予
科
）
と
高
等
科
（
本
科
）
の
二
部
よ
り
な
り
、
更
に
高
等
科
は
教
育
学
部
、
宗
教
学
部
、
専
修
科
は
漢
学
科
、
仏
教
科
の
各
二
部

よ
り
な
っ
て
い
る
。
両
学
部
の
教
育
程
度
と
内
容
は
「
教
育
学
部
は
高
等
師
範
学
校
文
科
に
摸
準
し
帝
国
大
学
文
科
を
参
酌
し
専
ら

教
育
家
必
須
の
科
目
を
撰
み
て
学
科
を
組
織
し
、
宗
教
学
部
の
組
織
は
帝
国
大
学
文
科
に
摸
準
し
、
泰
西
大
学
宗
教
部
を
参
酌
し
た

る
も
の
」
で
あ
る
。
専
修
科
の
二
科
は
「
本
館
所
定
の
東
洋
大
学
科
」
の
準
備
と
し
て
い
る
（
資
－
上
・
1
6
9
　
1
7
0
参
照
）
。

元
良
勇
次
郎
及
び
そ
の
弟
子
で
あ
る
松
本
孝
次
郎
、
塚
原
政
次
の
相
続
く
就
任
は
こ
の
改
正
に
副
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
高
島
平
三

郎
と
石
川
貞
吉
の
両
人
は
清
国
（
中
国
）
か
ら
の
留
学
生
の
増
加
に
よ
る
新
学
部
設
置
に
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
（
通
1
・
7
3
8
参

照
）
。
な
お
こ
れ
等
の
教
員
は
高
島
平
三
郎
を
除
い
て
東
京
帝
国
大
学
及
び
東
京
高
等
師
範
学
校
の
出
身
者
で
あ
り
、
本
務
校
そ
の

他
の
関
係
で
哲
学
館
の
勤
務
は
長
短
不
定
期
で
あ
る
。
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〇
一
兀
良
勇
次
郎
、
　
A
云
長
・
・
心
理
学
専
科
委
口
貝

一、明
治
二
十
七
年
二
月
・
「
悪
の
性
質
」
（
講
演
）
・
哲
学
館
『
東
洋
哲
学
』
（
一
篇
七
号
）

明
治
二
十
八
年
・
哲
学
館
講
師
（
担
当
科
目
の
記
載
な
し
）

　
　
　
　
　
　
八
・
九
月
・
「
人
生
観
に
就
い
て
」
（
講
演
）
・
哲
学
館
『
東
洋
哲
学
』
（
二
篇
六
・
七
号
）

明
治
三
十
］
年
四
月
・
講
演
「
宗
教
上
内
心
の
経
験
と
は
果
た
し
て
何
を
謂
う
か
」
（
於
哲
学
館
宗
教
会
春
季
大
会
）

　
　
　
　
　
　
十
二
月
・
講
演
「
文
明
の
進
歩
と
制
裁
の
変
遷
と
の
関
係
」
（
於
　
哲
学
館
東
洋
哲
学
会
第
十
四
例
会
）

明
治
三
十
五
年
五
月
・
講
演
「
哲
学
の
変
遷
と
新
系
統
」
（
於
　
哲
学
館
同
窓
会
例
会
）

明
治
三
十
六
年
・
哲
学
館
講
師
（
担
当
科
目
の
記
載
な
し
）



二
、生

没
年
・
安
政
五
年
十
一
月
一
日
～
大
正
元
年
十
二
月
十
三
日

明
治
八
年
・
同
志
社
英
学
塾
に
入
る
。
こ
こ
で
心
理
学
（
性
理
学
）
と
出
会
う
。

明
治
十
二
年
・
上
京
し
、
津
田
仙
の
学
農
社
（
明
治
九
年
創
立
）
で
教
鞭
を
と
る
。

明
治
十
四
年
・
東
京
英
和
学
校
（
青
山
学
院
の
前
身
）
の
設
立
に
参
画
。

明
治
十
六
年
・
渡
米
し
、
ボ
ス
ト
ン
大
学
で
哲
学
、
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
G
・
S
・
ホ
ー
ル
教
授
の
下
で
心
理
学
を
学

ぶ
。明

治
十
七
年
・
『
教
育
新
論
』
・
中
近
堂

明
治
二
十
一
年
・
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
で
P
h
・
D
の
学
位
を
得
る
。

明
治
二
十
二
年
・
帰
国
。
東
京
英
和
学
校
教
員
、
帝
国
大
学
文
科
大
学
に
て
精
神
物
理
学
の
講
義
を
担
当
。

　
　
　
　
　
　
　
外
山
正
一
、
神
田
乃
武
と
共
に
、
正
則
予
備
校
（
現
在
の
正
則
高
等
学
校
）
を
設
立
し
、
倫
理
学
を
担
当
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
『
心
理
学
』
・
金
港
堂

明
治
二
十
三
年
・
帝
国
大
学
文
科
大
学
教
授
に
就
任
、
心
理
学
・
倫
理
学
を
担
当
。

　
　
　
　
　
　
　
『
心
理
学
』
・
金
港
堂
（
重
版
で
あ
る
が
「
緒
言
」
に
変
更
が
あ
り
、
目
次
が
詳
細
で
あ
る
）

明
治
二
十
四
年
・
『
倫
理
問
題
教
授
法
』
・
金
港
堂

明
治
二
十
六
年
・
心
理
学
・
倫
理
学
・
論
理
学
第
一
講
座
担
当
と
な
る
（
後
に
第
2
講
座
を
中
島
力
造
が
担
当
し
た
）
。
日
本
に
お
け

　
　
　
　
　
　
　
る
近
代
心
理
学
の
礎
を
築
く
。

　
　
　
　
　
　
　
『
倫
理
学
』
・
小
野
英
之
助
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『
修
身
学
』
・
明
治
講
学
会

明
治
三
十
年
・
東
京
高
等
師
範
学
校
教
授
・
哲
学

　
　
　
　
　
　
『
心
理
学
』
・
敬
業
社

　
　
　
　
　
　
『
心
理
学
十
回
講
義
』
・
富
山
房

　
　
　
　
　
　
『
心
理
学
概
論
』
・
ヴ
ン
ト
氏
［
他
］
・
富
山
房

明
治
三
十
二
年
・
東
京
高
等
師
範
学
校
教
授
・
心
理
学

　
　
　
　
　
　
　
『
応
用
児
童
心
理
学
』
ベ
ル
ン
ハ
ル
ド
・
ヘ
ル
ヰ
ヒ
［
他
］
・
富
山
房

明
治
三
十
三
年
・
修
身
教
科
書
調
査
委
員

　
　
　
　
　
　
　
『
教
育
と
宗
教
と
の
関
係
』
・
光
融
館

　
　
　
　
　
　
　
『
倫
理
及
宗
教
』
・
勉
強
堂
書
店

　
　
　
　
　
　
　
『
精
神
物
理
学
講
義
』
・
哲
学
館
〔
明
三
十
三
？
〕
（
哲
学
館
第
十
二
学
年
度
高
等
教
育
学
科
講
義
録
）

　
　
　
　
　
　
　
『
倫
理
講
話
』
・
右
文
館

明
治
三
十
五
年
・
東
京
高
等
師
範
学
校
教
授
・
倫
理

　
　
　
　
　
　
　
『
元
良
氏
倫
理
書
』
・
成
美
堂

明
治
四
十
年
・
『
心
理
学
綱
要
』
・
弘
道
館

明
治
四
十
二
年
・
『
心
理
学
通
俗
講
話
』
°
第
1
、
2
、
4
、
5
輯
・
心
理
学
通
俗
講
話
会
・
同
文
館
（
大
正
二
年
）

　
　
　
　
　
　
　
『
論
文
集
』
・
弘
道
館

明
治
四
十
三
年
・
中
島
力
造
等
共
訳
・
ホ
ー
ル
『
青
年
期
の
研
究
』
同
文
館
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大
正
元
年
・
カ
リ
エ
ス
が
も
と
で
死
去
。

大
泉
薄
解
説
『
日
本
の
こ
ど
も
研
究
‥
明
治
・
大
正
・
昭
和
」
2
0
0
3
よ
り
「
元
良
勇
次
郎
の
子
ど
も
研
究
」
を
挙
げ
る
と
、

「
心
理
と
教
育
と
の
関
係
、
児
童
の
心
情
研
究
に
就
て
、
小
児
心
理
学
、
児
童
心
理
、
注
意
作
用
の
研
究
、
注
意
練
習
ノ
実
験
二

就
テ
、
低
脳
児
研
究
と
其
の
教
育
、
低
脳
児
分
級
教
授
の
可
否
、
児
童
の
自
我
観
念
、
精
神
療
法
に
就
て
」
が
あ
る
。

○
高
島
平
三
郎
、
幹
事
・
児
童
心
理
学
専
科
委
員

一、明
治
三
十
三
年
六
月
・
講
演
「
児
童
研
究
に
つ
い
て
」
（
於
哲
学
館
同
窓
会
例
会
）

明
治
三
十
九
年
・
東
洋
大
学
日
清
高
等
学
部
師
範
科
講
師
（
心
理
学
・
教
育
学
担
当
）

明
治
四
十
年
・
東
洋
大
学
教
員
（
心
理
学
担
当
）

明
治
四
十
二
年
一
月
・
講
演
「
理
想
の
対
象
」
（
於
　
東
洋
大
学
仏
教
青
年
会
）

明
治
四
十
三
年
二
月
・
講
演
「
才
に
人
乎
徳
の
人
乎
」
（
於
　
東
洋
大
学
哲
学
会
）

大
正
二
年
四
月
・
東
洋
大
学
講
師
（
教
育
担
当
）

大
正
六
年
十
一
月
・
講
演
「
興
国
民
の
資
格
」
（
於
　
東
洋
大
学
創
立
三
十
周
年
記
念
講
演
会
）

大
正
八
年
・
東
洋
大
学
協
議
員

大
正
十
年
四
月
・
東
洋
大
学
専
門
学
部
文
化
学
科
教
員
（
心
理
学
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　
東
洋
大
学
専
門
学
部
社
会
事
業
科
教
員
（
心
理
学
・
児
童
学
担
当
）
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東
洋
大
学
大
学
部
印
度
哲
学
倫
理
学
科
教
員
（
心
理
学
担
当
）

　
　
　
　
十
一
月
・
東
洋
大
学
教
授
（
教
育
学
担
当
）

昭
和
二
年
・
東
洋
大
学
大
学
部
印
度
哲
学
倫
理
学
科
予
科
教
員
（
心
理
及
論
理
担
当
）
（
資
－
上
・
2
5
9
）

昭
和
四
年
・
東
洋
大
学
学
部
教
員
（
心
理
学
概
論
担
当
）

昭
和
五
年
十
一
月
・
講
…
演
「
宗
教
意
識
の
要
素
」
（
於
　
東
洋
大
学
心
理
学
会
）

　
　
　
　
　
十
月
・
東
洋
大
学
法
政
経
済
学
会
賛
助
員

昭
和
六
年
四
月
・
東
洋
大
学
兼
任
教
員
（
心
理
学
概
論
担
当
）

昭
和
八
年
・
東
洋
大
学
文
学
部
教
授
（
心
理
学
概
論
担
当
）

昭
和
九
年
七
月
’
東
洋
大
学
財
団
・
維
持
員

昭
和
十
一
年
四
月
・
東
洋
大
学
兼
任
教
員
（
心
理
学
概
論
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　
　
東
洋
大
学
専
門
部
兼
任
教
員
（
教
育
担
当
）

昭
和
十
五
年
四
月
・
東
洋
大
学
文
学
部
（
特
殊
心
理
学
［
児
童
心
理
］
担
当
）

昭
和
十
七
年
五
月
・
東
洋
大
学
文
学
部
哲
学
科
（
心
理
学
担
当
）

昭
和
十
九
年
・
十
一
月
・
第
十
三
代
東
洋
大
学
学
長

昭
和
二
十
年
五
月
・
東
洋
大
学
学
長
辞
任

二
、生

没
年
・
慶
応
元
年
十
月
一
日
～
昭
和
二
十
一
年
二
月
十
五
日

　
　
　
　
本
郷
西
片
福
山
藩
邸
に
生
れ
る
。
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明
治
十
一
年
・
広
島
県
立
広
島
師
範
学
校
福
山
分
校
入
学
、
備
後
凌
明
館
で
漢
文
詩
を
学
ぶ
。

明
治
十
四
年
四
月
・
神
村
小
学
校
須
江
分
校
教
員

明
治
年
三
月
・
松
永
小
学
校
教
員
、
金
江
町
金
見
小
学
校
教
員
、
漢
学
、
数
学
、
英
語
な
ど
を
学
ぶ
。

明
治
十
七
年
九
月
・
金
江
町
金
見
小
学
校
校
長

明
治
二
十
年
三
月
・
広
島
県
師
範
学
校
訓
導

　
　
　
　
　
十
月
・
東
京
高
等
師
範
学
校
附
属
小
学
校
教
授
掛
補
助

明
治
二
十
三
年
九
月
・
学
習
院
助
教
授

明
治
二
十
六
年
・
『
内
国
教
育
史
要
』
・
普
及
舎

　
　
　
　
　
　
　
『
心
理
綱
要
』
・
普
及
舎

明
治
二
十
九
年
九
月
・
長
野
県
師
範
学
校
傭
教
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
良
勇
次
郎
、
武
田
乃
武
、
外
山
正
一
と
共
に
「
日
本
教
育
研
究
会
」
（
後
の
「
児
童
研
究
所
」
ー
「
日
本
児

　
　
　
　
　
　
　
　
　
童
研
究
会
」
↓
「
日
本
児
童
学
会
」
）
を
創
設
（
前
述
）
。

明
治
三
十
一
年
十
一
月
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
孝
次
郎
、
塚
原
政
治
と
共
に
「
児
童
研
究
所
」
の
機
関
紙
『
児
童
研
究
』
を
創
刊
（
前
述
）
。

　
　
　
　
　
　
　
四
月
・
成
城
学
校
教
師

明
治
三
十
三
年
三
月
・
日
本
体
育
会
教
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
教
育
的
心
理
学
』
・
同
文
館

明
治
三
十
四
年
十
一
月
・
『
新
撰
教
育
学
講
義
』
・
帝
国
通
信
講
習
会
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日
本
女
子
大
学
校
教
授
（
児
童
心
理
学
担
当
）

明
治
三
十
五
年
・
日
本
体
育
会
体
操
学
校
校
長

　
　
　
　
　
　
　
塚
原
政
治
の
ア
メ
リ
カ
留
学
を
期
に
、
松
本
孝
次
郎
と
共
に
「
日
本
児
童
研
究
会
」
を
組
織
し
、

　
　
　
　
　
　
　
会
長
と
す
る
（
前
述
）
。

明
治
三
十
六
年
四
月
・
『
教
育
漫
筆
・
』
・
元
々
堂

明
治
三
十
七
年
・
宏
文
学
院
（
清
国
留
日
師
範
生
教
育
の
た
め
嘉
納
治
五
郎
が
創
設
）
教
師
、
心
理
学
担
当

　
　
　
　
　
　
十
月
・
体
操
遊
戯
取
調
委
員
（
文
部
省
、
委
員
長
は
沢
柳
政
太
郎
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
体
育
原
理
』
・
育
英
舎

明
治
三
十
八
年
・
『
女
子
新
教
育
学
』
・
啓
成
社

明
治
三
十
九
年
・
日
蓮
宗
大
学
（
現
立
正
大
学
）
教
授
（
教
育
学
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　
『
小
学
校
体
操
遊
戯
講
習
会
科
外
講
演
集
』
・
体
育
研
究
会

明
治
四
十
年
・
『
体
操
及
遊
戯
法
精
義
゜
前
編
体
操
の
部
』
・
富
永
岩
太
郎
と
共
著
・
同
文
館

明
治
四
十
二
年
・
一
児
童
心
理
講
話
』
・
広
文
堂

明
治
四
十
三
年
・
『
髄
育
之
理
論
及
實
際
』
（
分
担
執
筆
）
改
訂
・
國
光
印
刷

明
治
四
十
四
年
・
『
女
の
心
』
・
洛
陽
堂

　
　
　
　
　
　
　
『
教
育
に
応
用
し
た
る
児
童
研
究
』
・
洛
陽
堂

明
治
四
十
五
年
三
月
・
日
本
女
子
大
学
校
教
授
辞
職

　
　
　
　
　
　
　
『
心
理
百
話
』
’
洛
陽
堂

元
良
勇
次
郎
を
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大
正
三
年
・
『
修
養
二
十
講
」
・
磯
部
甲
陽
堂

　
　
　
　
　
『
児
童
之
精
神
及
身
体
』
・
日
本
学
術
普
及
会

　
　
　
　
　
『
心
理
学
上
よ
り
観
た
る
日
蓮
上
人
』
・
洛
陽
堂

大
正
十
年
・
『
家
庭
に
於
け
る
児
童
教
育
』
・
大
日
本
児
童
協
会

大
正
十
五
年
四
月
・
女
子
高
等
学
園
園
長

　
　
　
　
　
七
月
・
日
本
少
年
団
支
部
代
表
と
し
て
万
国
少
年
団
連
盟
会
議
（
開
催
地
ス
イ
ス
）
に
出
席
。

昭
和
二
年
四
月
・
東
京
立
正
中
等
高
等
学
校
校
長
（
初
代
）
、
誠
之
舎
舎
監

昭
和
三
年
・
五
年
・
教
育
視
察
の
た
め
渡
米
（
文
部
省
嘱
託
）
。

○
石
川
貞
吉
、
評
議
員

一
、

明
治
三
十
九
年
七
月
・
東
洋
大
学
日
清
高
等
学
部
警
務
科
講
師
・
法
医
学
担
当

二
、生

没
年
・
不
詳

明
治
二
十
九
年
七
月
・
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
卒
業
。

○
吉
田
熊
次
、

一、

評
議
員
・
教
育
学
専
科
委
口
貝

（
警
視
庁
勤
務
　
医
学
士
）
　
　
（
資
－
上
・
2
7
6
）
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明
治
三
十
三
年
九
月
・
哲
学
館
専
任
教
員
・
倫
理
・
教
育
担
当
。
翌
年
六
月
文
部
省
修
身
科
教
科
書
起
草
委
員
就
任
の
た
め
、
辞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
職
。

明
治
三
十
四
年
五
月
・
講
演
「
所
謂
心
教
育
学
と
は
何
ぞ
や
」
哲
学
館
同
窓
会
例
会
（
於
哲
学
館
講
堂
）
。

明
治
三
十
六
年
・
哲
学
館
大
学
講
師
（
担
当
科
目
記
載
な
し
）
。

昭
和
二
年
七
月
・
東
洋
大
学
夏
期
大
学
講
師
・
「
最
近
の
教
育
問
題
」
。

昭
和
四
年
九
月
・
大
学
部
印
度
哲
学
倫
理
学
科
教
授
・
教
育
学
担
当
。

　
　
　
　
　
　
　
専
門
部
倫
理
学
教
育
学
科
教
授
・
教
育
学
担
当
。

昭
和
四
年
四
月
・
女
子
国
語
漢
文
講
習
会
講
師
・
教
育
学
・
国
民
道
徳
担
当
（
こ
の
講
習
会
は
昭
和
七
年
五
月
に
廃
止
）
。

昭
和
五
年
・
専
門
部
専
修
科
・
倫
理
学
東
洋
文
学
科
乙
第
一
部
（
昭
和
六
年
四
月
以
降
は
倫
理
学
東
洋
文
学
科
第
一
部
）
教
員
・
教
育

　
　
　
　
　
行
政
・
教
育
学
担
当
。

　
　
　
　
　
専
門
部
大
学
部
支
那
哲
学
東
洋
文
学
科
教
員
・
教
育
学
担
当
。

　
　
　
　
　
東
洋
大
学
法
政
経
済
学
会
・
賛
助
員
。

昭
和
六
年
・
東
洋
大
学
兼
任
教
員
・
教
育
学
担
当
（
本
務
校
東
京
帝
国
大
学
）
。

昭
和
八
年
度
・
文
学
部
教
授
・
教
育
学
概
論
・
教
育
学
担
当
。

　
　
　
　
　
　
日
本
精
神
研
究
会
・
顧
問
。

昭
和
九
年
・
東
洋
大
学
財
団
・
維
持
員
。

昭
和
十
一
年
・
東
洋
大
学
専
任
教
員
。

　
　
　
　
　
　
東
洋
大
学
専
門
部
兼
任
教
員
。
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昭
和
十
一
年
十
一
月
・
創
立
五
十
周
年
記
念
東
洋
大
学
基
金
部
・
委
員
。

昭
和
十
四
年
・
東
洋
大
学
学
術
研
究
会
（
会
長
・
大
倉
邦
彦
）
委
員
長
。

昭
和
十
五
年
・
論
文
「
日
本
教
育
学
の
性
格
」
『
東
洋
大
学
紀
要
』
第
一
輯
。

昭
和
十
六
年
六
月
・
東
洋
大
学
護
国
会
（
十
九
年
解
散
）
・
総
務
本
部
長
・
理
事
。

昭
和
十
九
年
・
東
洋
大
学
報
国
団
・
研
修
本
部
長
・
理
事
（
前
期
）
。

昭
和
二
十
年
・
東
洋
大
学
文
学
部
東
洋
哲
学
科
・
古
典
学
科
（
専
攻
科
）
教
授
。

昭
和
二
十
年
五
月
十
六
日
－
七
月
三
十
一
日
・
第
十
三
代
学
長
高
島
平
三
郎
辞
職
に
伴
う
東
洋
大
学
学
長
代
理
。

昭
和
二
十
一
年
四
月
・
東
洋
大
学
専
門
部
歴
史
科
教
員
・
教
育
学
・
教
育
史
担
当
。

　
　
　
　
　
十
一
月
・
東
洋
大
学
戦
災
復
興
委
員
会
・
実
行
委
員
。

二
、生

没
年
・
明
治
七
年
二
月
二
十
七
日
～
昭
和
三
十
九
年
七
月
十
五
日

明
治
三
十
三
年
・
東
京
帝
大
文
科
大
学
卒
業
。

明
治
三
十
六
年
・
三
ヵ
年
間
、
倫
理
学
研
究
の
た
め
独
仏
に
留
学
。

明
治
四
十
一
年
・
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
助
教
授
・
教
育
学
・
教
育
学
講
座
分
担
。
東
京
女
高
師
・
東
京
高
師
教
授
。

大
正
五
年
・
東
京
帝
大
教
授
。
社
会
的
教
育
学
を
と
な
え
、
ド
イ
ツ
実
験
教
育
学
を
紹
介
し
て
実
証
的
教
育
学
へ
の
道
を
ひ
ら
い

　
　
　
　
　
た
。

明
治
三
十
四
年
・
『
ベ
ル
ゲ
マ
ン
氏
社
会
的
教
育
学
及
進
化
的
倫
理
学
』

明
治
三
十
七
年
・
『
社
会
的
教
育
学
講
義
』
、
『
社
会
的
倫
理
学
』
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明
治
四
十
二
年
・
『
実
験
教
育
学
の
進
歩
』

明
治
四
十
二
年
・
『
系
統
的
教
育
学
』

○
呉
秀
三
、
評
議
員
・
教
育
病
理
学
専
科
委
員

一、明
治
二
十
八
年
・
哲
学
館
講
師
（
資
－
下
・
9
）
　
哲
学
館
哲
学
研
究
会
特
別
会
員
（
通
1
・
1
6
6
）

二
、生

没
年
・
元
治
二
年
二
月
十
七
日
～
昭
和
七
年
三
月
二
十
六
日
。

　
　
　
　
精
神
科
医
。
広
島
藩
医
呉
黄
石
の
三
男
と
し
て
江
戸
・
青
山
（
現
在
の
東
京
都
港
区
）
に
生
ま
れ
た
。
母
・
せ
き
は
箕
作

　
　
　
　
玩
甫
の
長
女
。
統
計
学
者
の
呉
文
聰
は
兄
。

明
治
二
十
四
年
・
東
京
大
学
帝
国
大
学
医
科
大
学
卒
業
。

明
治
三
十
年
二
二
ヵ
年
間
、
精
神
病
学
研
究
の
た
め
独
襖
に
留
学
。

明
治
三
十
二
年
・
留
学
中
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
助
教
授
。

明
治
三
十
四
年
・
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
教
授
・
精
神
病
学
講
座
担
任
。
初
代
松
沢
病
院
長
。

明
治
三
十
五
年
・
日
本
神
経
学
会
（
日
本
精
神
神
経
学
会
の
前
身
）
創
設
。
精
神
病
者
慈
善
救
治
会
（
民
間
慈
善
団
体
）
の
提
唱
・
設

　
　
　
　
　
　
　
立
。

大
正
元
年
・
『
我
邦
に
於
け
る
精
神
病
に
関
す
る
最
近
の
施
設
』

大
正
七
年
・
『
精
神
病
者
私
宅
監
置
実
況
及
び
其
統
計
的
観
察
』

　
　
　
　
ま
た
医
学
史
に
も
深
い
関
心
を
持
ち
、
シ
ー
ボ
ル
ト
や
華
岡
青
洲
、
外
祖
父
・
箕
作
玩
甫
等
の
伝
記
を
著
し
た
。
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○
塚
原
政
次
、
児
童
心
理
学
専
科
委
員

一
、

明
治
三
十
二
年
・
哲
学
館
定
時
出
席
講
師
（
哲
学
）

明
治
三
十
三
年
・
哲
学
館
講
師
継
続

明
治
三
十
四
年
・
哲
学
館
講
師
（
心
理
学
・
論
理
学
）

明
治
三
十
六
年
・
哲
学
館
大
学
職
員
（
担
当
科
目
記
載
な
し
）

二
、生

没
年
・
明
治
五
年
～
昭
和
二
十
一
年

兵
庫
県
に
生
ま
れ
る

明
治
三
十
年
・
東
京
帝
国
大
学
哲
学
科
卒
業
。
研
究
科
進
学
、
研
究
題
目
は
「
児
童
心
理
学
」
。

明
治
三
十
一
年
・
『
教
育
心
理
学
∵
金
港
堂

明
治
三
十
二
年
・
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
キ
ル
ヒ
ネ
ル
『
幾
氏
教
育
学
』
（
訳
述
）
・
富
山
房

明
治
三
十
三
年
・
『
ル
ボ
ン
氏
民
族
心
理
学
』
（
解
説
）
・
育
成
会

明
治
三
十
四
年
・
心
理
学
研
究
の
た
め
国
費
留
学
生
と
し
て
米
・
独
に
留
学
。

　
　
　
　
　
　
　
『
通
俗
哲
学
講
義
録
』
（
論
理
学
）
・
哲
学
館

　
　
　
　
　
　
　
『
精
神
と
脳
髄
』
（
哲
学
館
夏
季
講
習
会
・
科
外
）

　
　
　
　
　
　
　
ス
ク
リ
プ
チ
ュ
ア
『
実
験
新
心
理
学
』
（
訳
述
）
上
下
・
富
山
房
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『
ス
タ
ウ
ト
氏
心
理
学
』
（
解
説
）
・
育
成
会

　
　
　
　
　
　
　
ラ
ッ
ド
氏
心
理
学
講
演
・
富
山
房

明
治
三
十
六
年
・
『
生
理
的
心
理
学
』
・
同
文
館

明
治
四
十
三
年
・
『
青
年
心
理
』
・
金
港
堂

大
正
十
五
年
・
『
児
童
の
心
理
及
教
育
』
・
明
治
図
書

昭
和
九
年
八
月
～
昭
和
二
十
年
六
月
・
第
三
代
広
島
文
理
大
学
学
長
。
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○
松
本
孝
次
郎
、
児
童
心
理
学
専
科
委
員

一、明
治
二
十
九
年
九
月
・
哲
学
館
嘱
託
講
師
・
心
理
学
担
当

明
治
三
十
二
年
・
哲
学
館
明
治
三
十
二
年
度
定
時
出
席
講
師
・
教
育
・
哲
学
担
当

明
治
三
十
三
年
・
哲
学
館
教
員
・
嘱
託
・
倫
理
及
教
育
担
当

明
治
三
十
四
年
・
哲
学
館
講
師
・
応
用
心
理
学
担
当

明
治
三
十
年
四
月
二
十
五
日
・
講
演
「
執
近
の
心
理
学
に
就
き
て
」
・
哲
学
館
教
育
学
会
例
会

　
　
　
　
　
十
月
三
十
一
日
・
講
演
「
応
用
心
理
学
に
就
き
て
」
哲
学
館
教
育
会
例
会

明
治
三
十
六
年
・
哲
学
館
大
学
講
師

明
治
三
十
七
年
四
月
一
日
・
哲
学
館
大
学
井
上
円
了
学
長
よ
り
謝
恩
状
を
受
け
る
（
5
年
以
上
勤
務
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
話
「
戦
時
に
際
し
て
家
庭
に
望
む
」
（
『
修
身
教
会
雑
誌
』
第
2
号
）



二
、生

没
年
・
明
治
三
年
～
昭
和
七
年

明
治
二
十
六
年
七
月
・
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
哲
学
科
入
学
。

明
治
二
十
九
年
七
月
・
卒
業
、
研
究
科
に
進
学
し
、
感
覚
論
の
原
理
を
研
究
す
る
。

明
治
三
十
年
七
月
・
東
京
帝
国
大
学
よ
り
心
理
研
究
の
補
助
を
嘱
託
さ
れ
る
。

明
治
三
十
一
年
七
月
・
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
講
師
を
嘱
託
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
児
童
心
理
学
講
義
』
・
松
栄
堂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
普
通
心
理
講
義
』
・
岡
崎
屋
書
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
美
学
』
（
哲
学
館
第
1
0
学
年
度
高
等
教
育
学
科
講
義
録
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
美
学
講
義
』
（
哲
学
館
第
1
0
学
年
度
高
等
宗
教
学
科
講
義
録
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
教
育
学
心
理
学
衛
生
学
講
義
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
通
俗
児
童
学
講
義
゜
第
1
集
』
・
フ
レ
ベ
ル
会
幼
児
発
育
研
究
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ト
レ
シ
イ
『
児
童
心
理
学
』
・
普
及
舎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
心
理
学
講
義
』

明
治
三
十
三
年
・
『
教
育
学
原
理
』
（
哲
学
館
第
1
1
学
年
度
高
等
教
育
学
科
講
義
録
）

　
　
　
　
　
　
　
『
テ
ィ
チ
ェ
ナ
ー
氏
心
理
学
綱
要
』
・
東
京
専
門
学
校
出
版
部
（
名
著
綱
要
文
学
教
育
科
〔
－
〕
）

　
　
　
　
　
　
　
『
チ
ー
ヘ
ン
氏
生
理
的
心
理
学
』
（
解
説
）
育
成
会

明
治
三
十
三
～
三
十
四
年
・
育
成
会
で
心
理
学
を
研
究
。
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明
治
三
十
四
年
・
『
児
童
研
究
講
演
速
記
録
』
・
名
古
屋
金
城
教
育
会

　
　
　
　
　
　
　
チ
ー
ヘ
ン
『
生
理
的
心
理
学
』
増
補
・
成
美
堂

　
　
　
　
　
　
　
『
バ
ル
ド
ヰ
ン
氏
精
神
発
達
之
説
明
』
・
育
成
会

　
　
　
　
　
　
　
『
児
童
研
究
』
・
帝
国
通
信
講
習
会

　
　
　
　
　
　
　
『
実
際
的
児
童
学
』
・
同
文
館

明
治
三
十
五
年
九
月
・
早
稲
田
大
学
文
学
部
で
特
殊
教
育
・
教
育
法
令
を
講
じ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
高
等
師
範
学
校
教
授
・
心
理
学
、
論
理
学
、
教
育
学
、

　
　
　
　
　
　
　
　
『
教
育
学
新
教
科
書
』
・
小
西
重
直
と
共
著
・
普
及
舎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
心
理
学
新
教
科
書
』
・
福
来
友
吉
と
共
著
・
普
及
舎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
新
編
教
育
学
』
・
成
美
堂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
新
編
心
理
学
』
・
成
美
堂

明
治
三
十
六
年
・
『
家
庭
教
育
』
・
金
昌
堂

　
　
　
　
　
　
　
『
普
通
児
童
心
理
学
』
・
成
美
堂

明
治
三
十
八
年
・
『
児
童
心
理
学
』
・
博
文
館

　
　
　
　
　
　
　
『
児
童
心
理
学
講
義
』
・
女
子
修
養
会

明
治
三
十
九
年
・
南
京
両
江
師
範
学
堂
教
員
（
東
京
高
等
師
範
教
授
を
休
職
）
。

　
　
　
　
　
　
　
『
教
育
学
要
義
』
・
啓
成
社

　
　
　
　
　
　
　
『
家
庭
に
於
け
る
児
童
教
育
』
・
国
光
社

児
童
研
究
担
当
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明
治
四
十
四
年
・
辛
亥
革
命
の
た
め
失
職
、

明
治
四
十
五
年
・
帰
国
、
学
界
よ
り
引
退
。

蔵
書
等
研
究
資
料
を
失
う
。

○
波
多
野
貞
之
助

一
、

哲
学
館
夏
期
講
習
会
講
師
・
明
治
四
十
年
正
科
・
修
身
教
授
法
（
通
1
・
3
1
3
）

二
、生

没
年
・
元
治
元
年
～
大
正
十
二
年

明
治
十
七
年
・
東
京
高
等
師
範
学
校
中
学
師
範
科
卒
業

明
治
二
十
五
年
・
三
ヵ
年
、
師
範
学
科
及
実
業
補
習
学
校
の
事
項
研
究
の
た
め
ド
イ
ツ
に
留
学
。

明
治
三
十
年
・
東
京
高
等
師
範
学
校
教
授
・
教
育
学
担
当

二
・
二
　
大
正
年
間
に
東
洋
大
学
の
教
員
に
就
任
し
た
人
。

　
東
洋
大
学
は
大
正
十
年
学
制
を
改
革
し
て
、
大
学
部
と
専
門
部
の
名
称
変
更
を
行
っ
た
。
特
に
専
門
部
は
専
門
学
部
と
改
称
し
、

文
科
学
科
と
社
会
事
業
学
科
と
を
新
設
し
た
。
こ
の
新
設
趣
旨
に
依
れ
ば
、
文
化
学
科
は
「
哲
学
を
中
心
と
し
て
文
芸
及
社
会
問
題

を
研
究
対
象
と
な
し
、
真
に
新
文
化
の
意
義
を
領
得
せ
し
む
る
」
た
め
、
社
会
事
業
学
科
は
「
通
学
者
の
便
宜
の
た
め
に
本
科
に
限

り
夜
学
と
な
し
、
事
実
上
殆
ん
ど
本
邦
に
欠
如
せ
る
社
会
事
業
に
実
際
的
人
物
養
成
の
目
的
を
達
せ
ん
」
（
通
1
・
7
8
7
）
が
た

め
、
と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に
挙
げ
る
五
人
す
べ
て
が
大
正
十
年
に
就
任
し
て
い
る
。
文
科
学
科
は
速
水
滉
が
心
理
学
を
担
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当
し
て
い
る
。
社
会
事
業
学
科
は
冨
士
川
游
を
学
科
長
に
迎
え
、
彼
の
理
念
と
構
想
の
下
に
学
科
編
成
が
行
わ
れ
た
。
つ
ま
り
、
社

会
事
業
は
「
我
々
人
類
が
社
会
的
生
活
を
な
す
に
方
り
て
現
は
る
x
所
の
病
的
現
象
（
欠
陥
）
を
予
防
し
及
び
治
療
す
る
が
た
め
に

施
す
所
の
諸
般
の
方
法
」
と
規
定
さ
れ
、
こ
の
病
的
現
象
を
生
み
出
す
個
体
の
本
態
を
知
る
に
は
、
主
と
し
て
「
生
理
学
、
心
理

学
、
児
童
学
、
変
態
心
理
学
、
犯
罪
心
理
学
、
刑
事
人
類
学
、
教
育
病
理
学
、
社
会
心
理
学
、
民
族
心
理
学
、
衛
生
学
等
」
の
知
識

が
必
要
で
あ
る
と
す
る
（
通
1
・
8
0
1
参
照
）
。
当
然
、
こ
の
構
想
に
副
っ
て
各
自
が
科
目
を
担
当
し
て
い
る
。
こ
の
学
科
に
は
、

既
に
明
治
三
十
九
年
、
日
清
高
等
学
部
師
範
科
の
教
員
を
経
験
し
た
こ
と
の
あ
る
、
高
島
平
三
郎
が
心
理
学
担
当
と
し
て
参
加
し

た
。
冨
士
川
と
高
島
は
同
年
生
ま
れ
、
同
郷
者
で
あ
り
、
共
に
仏
教
信
者
（
冨
士
川
は
親
鷺
、
高
島
は
日
蓮
）
で
あ
っ
た
。
日
本
児
童

学
会
以
外
で
も
、
両
者
は
大
日
本
仏
教
慈
善
会
財
団
設
立
の
社
会
事
業
研
究
所
の
講
師
を
務
め
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
研
究
所
は
教

育
機
関
で
で
も
あ
り
、
一
年
間
、
青
年
を
教
育
し
て
社
会
に
送
り
出
し
て
い
て
、
大
正
八
・
九
年
に
冨
士
川
（
児
童
心
理
学
と
教
育
病

理
学
担
当
）
、
大
正
九
年
に
高
島
（
児
童
心
理
学
担
当
）
が
講
師
で
あ
っ
た
。
［
ち
な
み
に
日
本
児
童
学
会
の
評
議
員
で
あ
っ
た
留
岡
幸

助
（
部
落
改
善
担
当
）
、
小
河
滋
次
郎
（
災
害
救
護
担
当
）
、
棚
橋
源
太
郎
（
風
化
事
業
・
社
会
教
育
担
当
）
が
こ
の
研
究
会
の
講
師
に
名

を
連
ね
て
い
る
。
］
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○
倉
橋
惣
三
　
幹
事
・
児
童
心
理
学
専
科
委
員

一、東
洋
大
学
専
門
学
部
社
会
事
業
科
講
師
・
大
正
十
年
・
児
童
学
担
当
（
通
1
・
8
0
4
）

二
、生

没
年
・
明
治
十
五
年
十
二
月
二
十
八
日
～
昭
和
三
十
年
四
月
二
十
一
日



明
治
三
十
九
年
・
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
哲
学
科
卒
業
。
同
大
学
院
児
童
心
理
学
終
了
。

明
治
四
十
三
年
・
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
講
師
。
研
究
会
フ
レ
ー
ベ
ル
会
の
機
関
誌
「
婦
人
と
子
ど
も
」
の
編
集
を
行
っ
た
。

大
正
一
年
・
幼
児
へ
の
読
み
聞
か
せ
を
主
目
的
と
し
た
『
幼
児
に
聞
か
せ
る
お
話
』
を
出
版
し
た
内
田
老
鶴
圃
の
三
女
の
ト
ク
と
結

　
　
　
　
　
婚
。

大
正
二
年
・
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
講
師

大
正
六
年
・
教
授
に
就
任
。
同
年
、
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
付
属
幼
稚
園
主
事
と
な
り
、
幼
稚
園
教
育
の
育
成
と
改
善
に
努
力
し

　
　
　
　
　
た
。

　
　
　
　
　
子
供
の
自
発
と
心
情
を
重
視
す
る
自
然
主
義
的
児
童
観
に
よ
っ
て
、
明
治
以
来
の
形
式
的
な
恩
物
主
義
（
フ
レ
ー
ベ
ル

　
　
　
　
　
主
義
）
を
排
し
自
由
遊
び
を
重
ん
じ
た
。
子
供
の
生
活
と
ル
ー
ル
に
根
ざ
し
た
〈
自
己
充
実
〉
を
目
指
し
、
そ
の
た
め

　
　
　
　
　
の
〈
誘
導
〉
を
保
育
の
真
諦
と
し
た
。

大
正
七
年
・
フ
レ
ー
ベ
ル
会
を
日
本
幼
稚
園
協
会
と
改
名
し
、

大
正
八
年
・
「
婦
人
と
子
ど
も
」
は
「
幼
児
教
育
」
と
改
名
し
た
（
十
二
年
よ
り
「
幼
児
の
教
育
」
）
。

大
正
八
年
～
十
一
年
・
欧
米
留
学
。
こ
の
間
、
世
界
児
童
保
護
会
議
に
出
席
。
帰
国
後
は
「
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ
」
の
編
集
に
従
事
。

大
正
十
二
年
・
お
茶
の
水
人
形
座
の
名
で
幼
児
の
た
め
の
人
形
芝
居
を
は
じ
め
、

大
正
十
三
年
・
日
比
谷
公
園
で
児
童
遊
園
を
監
修
し
た
。
ま
た
、
駄
菓
子
屋
の
調
査
や
紙
芝
居
を
研
究
す
る
。

昭
和
十
三
年
・
日
本
教
育
紙
芝
居
協
会
設
立
時
の
理
事
を
務
め
た
。

昭
和
十
二
年
～
昭
和
十
四
年
・
皇
太
子
（
今
上
天
皇
）
の
“
お
遊
び
相
手
”
と
し
て
東
宮
仮
御
所
、
葉
山
御
用
邸
に
出
仕
し
、

昭
和
十
四
年
～
十
五
年
・
に
は
常
陸
宮
の
“
お
遊
び
相
手
”
と
し
て
青
山
御
殿
、
那
須
御
用
邸
な
ど
に
出
仕
し
た
。
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日
本
保
育
学
会
を
創
設
し
て
初
代
会
長
に
就
任
。
没
す
る
ま
で
会
長
の
職
に
あ
っ
た
。

わ
が
国
の
“
幼
児
教
育
の
父
”
、
“
日
本
の
フ
レ
ー
ベ
ル
”
と
呼
ば
れ
た
。
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主
な
著
書

大
正
十
五
年
・
『
幼
稚
園
雑
草
』

昭
和
二
年
・
『
キ
ン
ダ
ー
ブ
ッ
ク
』
、
『
社
会
的
児
童
保
護
概
論
』

昭
和
四
年
・
『
児
童
保
護
の
教
育
原
理
』

昭
和
六
年
・
『
就
学
前
の
教
育
』
、
『
日
本
幼
稚
園
史
』

昭
和
十
一
年
・
『
育
て
の
心
』

昭
和
十
四
年
・
『
フ
レ
ー
ベ
ル
』

昭
和
二
十
九
年
・
『
子
供
賛
歌
』

〇
三
宅
鉱
］
、
幹
事
・
教
育
病
理
学
専
科
委
員

一、大
正
十
年
・
東
洋
大
学
専
門
学
部
社
会
事
業
科
教
員
・
変
態
心
理
学
、

二
、生

没
年
・
明
治
九
年
三
月
二
十
四
日
～
昭
和
二
十
九
年
七
月
六
日

大
正
～
昭
和
時
代
の
精
神
医
学
者
　
三
宅
秀
（
ひ
い
ず
）
の
長
男
。

明
治
三
十
五
年
・
東
京
帝
大
医
科
大
学
卒
業
。

精
神
検
査
法
担
当
（
通
1
・
8
0
3
・
資
－
下
・
1
7
）



明
治
四
十
年
～
四
十
一
年
精
神
病
学
講
師
、
四
十
二
年
～
四
十
三
年
助
教
授
を
経
て
、

大
正
十
四
年
・
東
京
帝
大
の
教
授
と
な
り
、
東
京
府
立
松
沢
病
院
長
を
か
ね
る
。

昭
和
十
一
年
・
同
大
医
学
部
に
脳
研
究
所
を
開
設
し
、
十
七
年
ま
で
所
長
を
つ
と
め
た
。

○
速
見
滉
、
評
議
員
・
心
理
学
専
科
委
員

一、大
正
十
年
・
東
洋
大
学
専
門
学
部
文
化
学
科
教
員
・
心
理
学
担
当
（
通
1
・
7
9
1
、
資
－
下
・
1
6
）

二
、生

没
年
・
明
治
九
年
十
二
月
二
十
三
日
～
昭
和
十
八
年
六
月
二
十
七
日

明
治
三
十
年
・
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
哲
学
科
入
学

明
治
三
十
三
年
七
月
・
同
上
卒
業
。
旧
制
山
口
高
、
一
高
な
ど
の
教
授
を
へ
て
、

大
正
十
三
年
・
京
城
帝
大
教
授
（
の
ち
総
長
と
な
る
）
。
著
作
・
「
論
理
学
」
、
「
現
代
の
心
理
学
」
な
ど
。

○
冨
士
川
游
、
評
議
員
・
学
校
衛
生
学
専
科
委
員

一、大
正
七
年
二
月
十
七
日
・
講
演
「
蘭
学
の
濫
膓
」
・
東
洋
大
学
学
芸
講
演
会

大
正
八
年
・
第
四
代
境
野
哲
学
長
に
よ
る
「
東
洋
大
学
・
大
学
部
拡
張
計
画
」

　
　
　
　
　
東
洋
大
学
協
議
会
（
学
長
の
協
議
機
関
）
員

相
談
役
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大
正
十
年
・
専
門
部
社
会
事
業
科
（
夜
間
）
学
科
長
、
「
教
育
病
理
学
・
人
種
衛
生
学
・
保
護
教
育
・
人
体
計
測
法
」
を
担
当
。
社

　
　
　
　
　
会
事
業
科
は
昭
和
三
年
社
会
教
育
社
会
事
業
科
と
改
称
。

大
正
十
二
年
二
月
・
東
洋
大
学
昇
格
委
員
会
・
教
授
側
委
員
長
。

昭
和
二
年
・
第
六
代
学
長
中
島
徳
蔵
に
よ
る
第
二
次
東
洋
大
学
昇
格
運
動
に
伴
う
「
昇
格
部
」
実
務
役
員
（
教
授
側
基
金
課
員
）

昭
和
四
年
五
月
・
専
門
部
社
会
教
育
社
会
事
業
科
科
長
辞
任
。

二
、生

没
年
・
慶
雁
元
年
五
月
十
一
日
～
昭
和
十
五
年
十
一
月
六
日

明
治
二
十
年
・
広
島
医
学
校
（
現
・
広
島
大
学
医
学
部
）
卒
業
。
上
京
し
明
治
生
命
保
険
の
保
険
医
と
な
る
。
傍
ら
中
外
医
事
新
報

　
　
　
　
　
　
社
に
入
社
。
社
用
で
全
国
各
地
を
旅
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
寸
暇
を
見
て
各
地
の
先
哲
、
名
医
の
遺
著
や
文
献
の
発
見

　
　
　
　
　
　
に
努
め
た
。
ま
た
所
属
す
る
出
版
社
か
ら
多
数
の
医
学
雑
誌
を
創
刊
、
呉
秀
三
ら
と
も
親
し
く
交
わ
り
医
学
史
に
興

　
　
　
　
　
　
味
を
持
つ
。

明
治
二
十
二
年
・
ド
イ
ッ
・
イ
エ
ナ
大
学
に
留
学
。
神
経
病
学
お
よ
び
理
学
療
法
を
研
究
、
ド
ク
ト
ル
・
メ
デ
ィ
チ
ー
ネ
の
学
位
を

　
　
　
　
　
　
　
取
得
。
ま
た
性
科
学
、
教
育
病
理
学
、
教
育
治
療
学
、
犯
罪
人
類
学
に
触
れ
る
。

明
治
二
十
三
年
・
帰
国
後
、
東
京
日
本
橋
の
中
洲
養
生
院
の
内
科
医
長
と
な
る
。

明
治
二
十
三
年
・
第
1
回
日
本
医
学
会
で
は
記
録
幹
事
を
務
め
る
。

明
治
二
十
六
年
・
こ
の
頃
か
ら
日
本
医
史
学
と
い
う
前
人
未
踏
の
分
野
に
挑
む
。

明
治
二
十
八
年
・
呉
秀
三
と
医
史
社
を
興
す
。

明
治
三
十
年
・
呉
秀
三
ら
芸
備
医
学
会
を
設
立
し
広
島
地
方
の
医
学
水
準
向
上
に
寄
与
。
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明
治
三
十
七
年
・
『
日
本
医
学
史
』

明
治
四
十
五
年
・
『
日
本
医
学
史
』
に
よ
り
帝
国
学
士
院
（
日
本
学
士
院
）
恩
賜
賞
を
受
賞
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
『
日
本
疾
病
史
』

大
正
三
年
・
文
学
博
士
の
称
号
を
得
る
。

大
正
四
年
・
こ
の
年
設
立
さ
れ
た
日
本
児
童
学
会
附
属
児
童
相
談
所
創
設
な
ど
に
も
関
与
し
た
。

　
　
　
　
　
『
日
本
疾
病
史
』
に
よ
り
医
学
博
士
の
称
号
を
得
る
。

大
正
十
一
年
・
鎌
倉
中
学
校
（
現
・
鎌
倉
学
園
高
等
学
校
）
初
代
校
長
。

大
正
十
三
年
・
『
異
常
児
童
』

大
正
十
四
年
・
大
阪
プ
ラ
ト
ン
社
の
研
究
機
関
「
中
山
文
化
研
究
所
」
の
所
長
に
招
か
れ
、
こ
の
中
に
婦
人
精
神
文
化
研
究
会
を
開

　
　
　
　
　
　
設
し
書
籍
の
発
行
の
他
、
女
性
文
化
研
究
・
児
童
教
養
研
究
等
を
行
う
。

大
正
十
五
年
・
こ
の
年
開
館
し
た
浅
野
図
書
館
（
現
・
広
島
市
立
中
央
図
書
館
）
建
設
に
あ
た
り
高
楠
順
次
郎
ら
と
共
に
顧
問
と
し

　
　
　
　
　
　
て
尽
力
。

昭
和
二
年
・
日
本
医
史
学
会
を
設
立
。

○
寺
田
精
一
、
評
議
員

一、大
正
十
年
・
東
洋
大
学
専
門
学
部
社
会
事
業
科
教
員
・
変
態
心
理
学
、

二
、

犯
罪
心
理
学
担
当
（
通
1
・
8
0
3
・
資
－
下
・
1
7
）
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生
没
年
・
明
治
十
七
年
五
月
十
三
日
～
大
正
十
一
年
九
月
四
日
。

　
東
京
の
巣
鴨
（
す
が
も
）
刑
務
所
で
受
刑
者
を
調
査
し
、
犯
罪
心
理
を
研
究
し
た
。
警
察
講
習
所
、

（
現
大
正
大
）
の
講
師
。
児
童
教
育
雑
誌
「
ト
モ
ダ
チ
」
を
発
行
し
た
。
愛
知
県
出
身
。
東
京
帝
大
卒
。

「
児
童
の
悪
癖
」
な
ど
。

日
本
女
子
大
、
天
台
宗
大

著
作
・
「
犯
罪
心
理
講
話
」

128

二
・
三
　
講
演
会
等
の
講
師

　
講
演
会
・
研
究
会
の
講
師
は
下
田
次
郎
（
東
京
女
高
師
名
誉
教
授
・
教
育
学
）
、
片
山
国
嘉
（
東
京
帝
大
医
科
大
学
教
授
・
教
育
病
理

学
）
、
棚
橋
源
太
郎
（
東
京
高
師
教
授
・
評
議
員
）
、
大
瀬
甚
太
郎
（
東
京
高
師
教
授
・
教
育
学
）
、
谷
本
富
（
東
京
高
師
教
授
・
教
育
学
）

の
五
人
で
あ
る
。
（
）
内
は
講
演
時
の
職
業
と
日
本
児
童
学
会
の
専
門
科
で
あ
る
。
講
演
の
演
題
は
各
人
の
専
門
分
野
か
ら
選
ば

れ
て
い
る
。
棚
橋
源
太
郎
の
演
題
は
不
詳
で
あ
る
が
、
講
演
の
場
所
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
博
物
学
関
係
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
等
講
師
の

人
々
と
日
本
児
童
学
会
と
の
関
係
を
殊
更
強
調
す
る
必
要
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
こ
に
紹
介
し
て
お
く
。

○
下
田
次
郎
、
幹
事
・
教
育
学
専
科
委
員

一、明
治
三
十
六
年
六
月
六
日
・
講
演
「
独
仏
英
米
諸
国
の
実
際
教
育
に
つ
い
て
」

4
3
0
）

二
、生

没
年
・
明
治
五
年
四
月
十
三
日
～
昭
和
十
三
年
三
月
二
十
四
日
。

哲
学
館
同
窓
会
例
会
、
於
　
哲
学
館
講
堂
（
通
1
・



明
治
二
十
六
年
・
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
哲
学
科
に
入
学
。

明
治
二
十
九
年
・
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
哲
学
科
を
卒
業
、
研
究
科
に
進
学
「
教
育
の
心
理
的
基
礎
」
に
つ
い
て
研
究
し
た
。

明
治
三
十
二
年
・
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
教
授
。

明
治
三
十
二
年
・
三
ヵ
年
、
教
育
学
・
女
子
教
育
法
研
究
の
た
め
独
英
米
に
留
学
。

　
　
　
　
　
　
帰
朝
後
「
女
子
教
育
研
究
の
基
礎
と
し
て
の
性
の
研
究
」
で
文
学
博
士
の
学
位
を
得
る
。

昭
和
十
二
年
・
退
官
（
名
誉
教
授
）
ま
で
教
鞭
を
と
る
。
修
身
教
育
を
担
当
。

明
治
三
十
七
年
・
『
女
子
教
育
』
は
、
日
本
で
最
初
の
女
子
の
身
体
及
び
精
神
に
関
す
る
系
統
的
説
述
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
大
日
本
女
子
教
育
会
を
設
立
し
、
そ
の
機
関
誌
と
し
て
「
女
子
教
育
」
を
十
五
年
間
に
わ
た
り
発
行
し
た
。

明
治
三
十
九
年
・
『
教
育
思
想
の
変
遷
』

明
治
四
十
四
年
・
『
近
世
教
育
史
』

○
片
山
国
嘉
、
評
議
員
・
教
育
病
理
学
専
科
委
員

一、明
治
三
十
四
年
・
講
演
「
心
病
と
精
神
病
と
の
区
別
」
・
哲
学
館
釈
尊
降
誕
会
、

二
、生

没
年
・
安
政
二
年
七
月
七
日
～
昭
和
六
年
十
一
月

明
治
十
二
年
・
東
京
大
学
医
科
大
学
卒
業
。

明
治
十
六
年
・
東
京
大
学
医
科
大
学
生
理
学
助
教
授
。

於
　
哲
学
館
講
堂
（
通
1
・
2
0
9
）
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明
治
十
七
年
・
法
医
学
研
究
の
た
め
四
ヵ
年
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
、
ド
イ
ツ
に
留
学
。

明
治
二
十
一
年
・
教
授
に
就
任
、
裁
判
医
学
と
衛
生
学
を
担
当
。
翌
年
わ
が
国
最
初
の
法
医
学
講
座
を
開
講
し
た
。

三
十
五
年
・
清
（
中
国
）
・
韓
両
国
と
の
医
学
交
流
の
た
め
同
仁
会
を
設
立
。
晩
年
は
禁
酒
運
動
に
つ
く
し
た
。
著
作
・
「
最
新
法
医

　
　
　
　
　
学
講
義
」
な
ど
。
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○
棚
橋
源
太
郎
、
評
議
員

一、大
正
九
年
一
月
三
十
一
日
・
東
洋
大
学
救
済
学
会
（
社
会
事
業
学
会
の
前
身
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
通
1
・
8
0
5
）

二
、生

没
年
・
明
治
二
年
～
昭
和
三
十
六
年

　
　
　
　
美
濃
国
方
県
郡
木
田
村
（
岐
阜
市
）
南
柿
ヶ
瀬
に
生
ま
れ
る
。

明
治
十
八
年
・
岐
阜
県
華
陽
学
校
師
範
部
へ
入
学
。

明
治
二
十
二
年
・
二
十
歳
で
同
校
を
卒
業
後
、
同
校
の
付
属
小
学
校
に
勤
務
。

明
治
二
十
五
年
・
東
京
高
等
師
範
学
校
の
博
物
科
に
入
学
。

明
治
二
十
八
年
・
三
月
・
高
等
師
範
学
校
博
物
科
を
卒
業
。

明
治
二
十
八
年
・
郷
土
岐
阜
の
尋
常
師
範
学
校
教
諭
と
し
て
着
任
。

明
治
三
十
年
・
東
京
高
等
師
範
学
校
付
属
小
学
校
に
勤
務
。

特
別
出
張
講
演
会
講
師
、
於
　
東
京
教
育
博
物
館



明
治
三
十
五
年
・
附
属
小
学
校
第
一
部
主
任
・
郷
土
科
、
理
科
、
英
語
・
訓
導
。

明
治
三
十
六
年
・
東
京
高
等
師
範
学
校
助
教
授
・
教
育
。

明
治
三
十
七
年
・
教
授
・
教
育
。

　
　
　
　
　
　
付
属
教
育
博
物
館
主
事
。

明
治
四
十
二
年
・
博
物
学
研
究
の
た
め
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
へ
二
年
間
留
学
。

大
正
十
三
年
・
退
官
。

大
正
十
四
年
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
博
物
館
調
査
。

　
　
　
　
　
　
在
欧
中
は
精
力
的
に
活
動
し
、
後
に
ロ
ー
マ
法
王
よ
り
コ
マ
ン
ド
ー
ル
勲
章
を
贈
ら
れ
る
。

大
正
十
五
年
・
帰
国
し
、
日
本
赤
十
字
参
考
館
（
後
の
赤
十
字
博
物
館
）
開
館
に
取
り
組
み
、
以
後
二
十
年
間
同
館
に
勤
務
。

昭
和
六
年
・
設
立
に
尽
力
し
た
東
京
科
学
博
物
館
が
上
野
に
開
館
。

昭
和
二
十
六
年
・
博
物
館
法
が
制
定
さ
れ
た
後
、
「
日
本
博
物
館
協
会
」
の
専
務
理
事
を
退
職
し
、
顧
問
と
な
る
。

昭
和
二
十
八
年
・
立
教
大
学
の
講
師
と
し
て
博
物
館
学
の
講
義
を
行
い
、
以
後
七
年
間
、
一
回
の
休
み
も
な
く
、
二
時
間
の
講
義
を

　
　
　
　
　
　
続
け
る
。

昭
和
三
十
三
年
・
社
会
教
育
へ
の
功
労
と
し
て
藍
綬
褒
章
を
授
与
さ
れ
る
。

昭
和
三
十
四
年
・
国
際
博
物
館
協
会
の
名
誉
会
員
に
推
挙
さ
れ
、
世
界
で
三
人
目
の
栄
誉
を
受
け
る
。

　
著
書

『
実
用
教
授
法
』
　
金
港
堂
　
明
治
三
十
六
年

『
眼
に
訴
へ
る
教
育
機
関
』
　
宝
文
館
　
昭
和
五
年
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『
郷
土
博
物
館
』
　
刀
江
書
院
　
昭
和
七
年

『
世
界
の
博
物
館
』
　
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
　
昭
和
二
十
二
年

『
博
物
館
学
綱
要
』
　
理
想
社
昭
和
二
十
五
年

『
博
物
館
教
育
』
　
創
元
社
　
昭
和
二
十
八
年

『
博
物
館
・
美
術
館
史
』
　
長
谷
川
書
房
　
昭
和
三
十
七
年

132

○
大
瀬
甚
太
郎

一、明
治
三
十
一
年
十
一
月
二
十
日
・
講
演
「
欧
州
教
育
の
現
況
〔
6
の
二
・
三
〕
哲
学
館
教
育
学
会
第
十
四
例
会
、
於
　
哲
学
館
第
一

教
室
（
通
1
・
3
1
9
）

二
、生

没
年
・
慶
応
元
年
十
二
月
二
十
四
日
～
昭
和
十
九
年
五
月
二
十
九
日

　
　
　
　
石
川
県
金
沢
市
生
ま
れ
。
加
賀
藩
士
族
・
大
瀬
直
温
の
子
。
上
京
後
、
進
文
学
舎
、
東
京
大
学
予
備
門
を
経
て
、

明
治
十
九
年
・
帝
国
大
学
文
科
大
学
哲
学
科
に
入
学
。

明
治
二
十
二
年
七
月
・
卒
業
後
、
同
研
究
科
に
進
学
し
心
理
学
を
専
攻
す
る
。

明
治
二
十
四
年
・
第
五
高
等
中
学
校
に
赴
任
（
校
長
は
嘉
納
治
五
郎
）
。
在
職
中
に
文
部
省
留
学
生
に
任
じ
ら
れ
、

明
治
二
十
六
年
・
三
力
年
教
育
学
研
究
の
た
め
ド
イ
ツ
（
二
年
間
）
、
フ
ラ
ン
ス
（
一
年
間
）
に
留
学
。

明
治
三
十
一
年
一
月
・
高
等
師
範
学
校
教
授
に
任
じ
ら
れ
る
。



昭
和
四
年
・
急
逝
し
た
三
宅
米
吉
の
後
を
受
け
て
、

昭
和
九
年
・
定
年
退
官
。

第
二
代
の
東
京
文
理
科
大
学
学
長
と
な
る
。

○
谷
本
富

一、明
治
二
十
八
年
一
月
二
日
・
講
演
「
東
洋
教
育
の
研
究
に
就
き
て
」
〔
講
演
『
東
洋
哲
学
』
第
一
編
第
十
一
号
〕
（
通
1
・
1
8
5
）

明
治
三
十
一
年
五
月
一
日
・
講
演
「
教
育
学
修
業
者
の
着
眼
点
〔
5
の
六
〕
」
・
哲
学
館
教
育
学
会
第
十
例
会
、
於
哲
学
館
（
通
1
・

3
1
8
）

二
、生

没
年
・
慶
応
三
年
十
月
十
七
日
ー
昭
和
二
十
一
年
二
月
一
日

　
　
　
　
香
川
県
高
松
市
生
ま
れ
。
高
松
医
学
校
卒
。

明
治
二
十
二
年
・
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
特
約
生
教
育
学
科
に
お
い
て
御
雇
教
師
ハ
ウ
ス
ク
ネ
ヒ
ト
か
ら
ヘ
ル
バ
ル
ト
教
育
学
を

学
ん
だ
（
二
十
四
年
七
月
卒
業
）
。
山
口
高
等
中
学
校
に
赴
任
。

明
治
二
十
七
年
・
東
京
高
等
師
範
学
校
教
授
（
日
高
真
実
の
後
任
）
。

明
治
三
十
一
年
・
『
将
来
の
教
育
学
』

明
治
三
十
三
年
・
三
年
間
、
教
育
学
研
究
の
た
め
英
独
仏
に
留
学
。
帰
国
後
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
一
辺
倒
か
ら
転
じ
て
、
新
教
育
を
強
く

　
　
　
　
　
　
　
提
唱
す
る
。

明
治
三
十
九
年
・
『
新
教
育
学
講
義
』
（
留
学
の
成
果
）
。
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京
都
帝
国
大
学
教
授
。

　
　
　
　
　
　
明
治
四
十
五
年
九
月
明
治
天
皇
の
崩
御
に
際
し
て
、
乃
木
希
典
が
後
を
追
っ
て
殉
死
し
た
事
件
に
対
し
て
、

　
　
　
　
　
　
錯
誤
の
振
る
舞
い
と
毎
日
新
聞
に
発
表
し
、
世
問
か
ら
非
難
を
浴
び
る
。

大
正
二
年
・
大
谷
大
学
・
神
戸
高
等
商
業
学
校
（
兼
務
校
）
を
辞
任
。

　
　
　
　
　
八
月
、
京
都
帝
国
大
学
辞
職
。

時
代
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三
　
小
括

　
以
上
に
紹
介
し
た
人
々
は
、
先
に
述
べ
て
通
り
、
帝
国
大
学
や
高
等
師
範
に
務
め
て
お
り
哲
学
館
・
東
洋
大
学
の
勤
務
は
断
続
的

で
、
各
人
別
々
の
場
合
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
教
育
の
場
に
於
け
る
種
蒔
き
は
系
統
的
に
継
続
さ
れ
て
い
た
事
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
等

の
人
々
の
具
体
的
教
育
活
動
を
個
々
に
わ
た
り
跡
ず
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
総
合
的
に
、
つ
ま
り
理
念
の
継
承
と
し
て
跡
、
、
つ

け
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
東
洋
大
学
が
新
制
大
学
と
し
て
発
足
し
た
後
の
在
り
方
は
、
『
部
局
史
編
』
（
『
東
洋
大
学
百
年
史
』
の
一
冊
）
を
繕
け

ば
、
各
部
局
の
執
筆
者
の
言
葉
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
先
ず
、
教
育
学
科
の
冒
頭
部
に
「
（
前
略
）
よ
く
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
創

立
者
は
当
初
か
ら
学
校
以
外
の
場
に
お
け
る
教
育
、
と
り
わ
け
社
会
教
育
の
重
要
性
を
認
識
し
、
自
ら
も
そ
の
晩
年
「
修
身
教
会
」

を
組
織
し
て
社
会
教
育
的
教
育
活
動
に
従
事
し
た
。
こ
の
視
点
を
承
け
て
か
、
社
会
教
育
、
社
会
事
業
等
に
関
す
る
科
目
の
設
置
も

古
く
、
と
り
わ
け
大
正
年
間
（
大
正
一
〇
年
以
降
）
専
門
部
に
社
会
教
育
・
社
会
事
業
科
を
置
い
て
い
る
（
後
略
）
」
（
部
局
編
・

1
0
3
）
と
回
顧
し
、
「
通
常
の
学
校
教
育
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
家
庭
や
社
会
で
の
教
育
や
身
心
に
障
害
を
も
つ
児
童
の
教
育

（
養
護
学
校
教
諭
の
養
成
）
な
ど
に
目
を
む
け
た
」
（
同
前
・
1
0
6
）
教
育
学
科
を
構
想
し
て
い
る
。
ま
た
社
会
学
部
の
社
会
福
祉
学



専
攻
の
節
に
於
い
て
も
、
井
上
円
了
の
教
育
理
念
に
基
、
、
つ
く
明
治
四
十
五
年
の
学
科
改
正
よ
り
説
き
起
こ
し
、
「
大
正
一
〇

（
1
9
2
1
）
年
に
は
、
夜
間
で
は
あ
っ
た
が
専
門
学
校
令
に
も
と
つ
く
社
会
事
業
科
が
成
立
し
て
い
る
。
こ
れ
は
三
ヵ
年
間
の
専

門
教
育
課
程
に
よ
る
学
科
の
設
置
で
、
当
時
の
わ
が
国
に
お
け
る
社
会
事
業
教
育
の
点
か
ら
み
れ
ば
、
画
期
的
な
出
来
ご
と
で
あ
っ

た
。
こ
の
社
会
事
業
科
の
設
置
を
企
画
・
実
施
し
た
の
は
時
の
学
長
境
野
哲
で
あ
っ
た
」
。
「
社
会
事
業
科
は
、
東
洋
哲
学
な
り
、
仏

教
思
想
を
社
会
事
業
実
践
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し
な
が
ら
、
広
く
科
学
的
研
究
と
結
合
さ
せ
て
社
会
事
業
教
育
を
推
進
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
」
（
同
前
・
3
2
3
）
、
と
同
様
の
回
顧
談
が
冒
頭
に
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
両
学
科
の
専
門
教
育
課
程
表
の
撰
択
科
目
に

理
念
が
継
承
さ
れ
、
具
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
日
本
児
童
学
会
の
九
専
科
と
対
応
す
る
専
門
科
目
を
挙
げ

る
と
、

　
教
育
学
科
・
教
育
学
概
論
、
教
育
心
理
学
〔
以
上
必
修
科
目
〕
、
児
童
心
理
学
、
小
児
科
学
、
精
神
衛
生
〔
以
上
撰
択
科
目
〕
（
同

　
　
　
　
　
　
前
・
1
0
7
）

　
社
会
福
祉
学
科
で
は
科
目
名
と
し
て
対
応
す
る
科
目
は
な
い
が
、
内
容
的
に
対
応
す
る
科
目
は
、
社
会
教
育
、
精
神
分
析
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
療
法
、
医
学
知
識
、
社
会
病
理
学
〔
以
上
専
門
・
撰
択
科
目
〕
（
同
前
・
3
2
3
）

　
最
後
に
大
学
附
置
機
関
で
あ
る
「
児
童
相
談
室
」
の
活
動
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
児
童
相
談
室
は
昭
和
三
十
九
年
大
学
附
置
機
関

と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
当
初
、
四
課
題
ー
①
障
害
児
童
に
関
す
る
事
項
、
②
問
題
（
非
行
）
児
に
関
す
る
事
項
、
③
環
境
（
親
・

社
会
・
経
済
的
問
題
を
含
む
）
に
問
題
の
あ
る
児
童
に
関
す
る
事
項
、
④
児
童
相
談
・
教
育
相
談
に
関
す
る
事
項
を
設
定
し
て
、
研

究
活
動
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
成
果
の
一
部
と
し
て
、
冨
士
川
游
の
人
物
研
究
で
あ
る
「
昭
和
六
十
一
年
度
東
洋
大
学
特
別
研
究
ー

『
東
洋
大
学
に
お
け
る
社
会
事
業
教
育
の
歴
史
的
研
究
と
社
会
事
業
史
上
の
意
義
』
ー
研
究
代
表
者
・
山
下
袈
裟
男
他
」
（
同
前
・

8
8
0
）
が
あ
る
。
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